
SNOW SPIKE 6 QUICK FIT
この度は「スノースパイク6クイックフィット」をお買いあげいただき、誠にありがとうございます。

この商品は夏の雪渓や、冬の低山歩行用に最適な軽アイゼンです。
安全性の高い独自のラチェットバックル（特許出願中）で素早い装着が可能。
さらに雪が団子状に付着しにくいアンチスノープレートを特長としています。
ご使用の前にこの説明書をよくお読みいただき、部品等の確認をしてください。

なお、ご不明な点等ございましたら、販売店もしくは弊社カスタマー・サービスまでお問い合わせください。
この説明書は大切に保管してください。

3. 後部ラチェットバックルに後部ベルトの先端を通します（図d）。
4. 締付けレバーを矢印（実線）の方向に動かしてください（図e）。締付けレバーを数回動かすことで徐々に締まってい
きます。前部分も同様に締めてください。

※締めすぎると、低温下では血行障害を引き起こし凍傷の原因になることもあります。
※バックルやベルトが破損する恐れがありますので、必要以上に締付けないでください。（目安として、締付けレバーを
動かして締付けレバーのツメが滑りだすと締め過ぎです。）

5. 締めすぎた場合は開放レバーを矢印（実線）の方向に左右同時に動かし（図f）、ベルトをゆるめてから締付けレバー
を再度調整してください。

注）サイズが小さめの靴に装着する場合、上記の装着方法では充分にベルトを
締付けできない場合があります。靴の種類にもよりますが、23.5cm前後以下
の靴の場合は前部ベルトを後部ラチェットバックルに、後部ベルトを前部ラチ
ェットバックルに通し、ベルトを交差させるように取り付けてください（図g）。

ご使用になる前に必ずお読みください。

間違ったメンテナンスや保管方法は商品の寿命を縮めます。
使用後や保管時は以下の点を参考にしてください。

■安全上のご注意
アイゼン使用上の注意

○本品は簡易アイゼンです。本格的な雪山登山には使用しないでください。
○フラットソール（底が平らな）の靴には不適です。土踏まず部が凹状、かかと部が凸状になっている
かを確認してからご使用ください。

○使用中にはゆるみや不具合が生じていないかを時々確認してください。
○携行する際には爪を内側に重ね、付属の収納袋に入れてください。

■アフターケア
お手入れ方法・保管方法

○ご使用後は水洗いをして泥などを落として、市販の防錆油等を塗布してください。
○ベルト・バックル・チェーンなどにキズや破損等がないかを確認してください。
○アイゼンの爪が摩耗しているときは金工ヤスリ等で削ってください。
○保管場所は直射日光の当たらない風通しの良い場所を選んでください。

04-449-1009

■仕様
＃1129610　スノースパイク6 クイックフィット
○材質 ： アイゼン本体（S55C鋼）　ベルト（エラストマー）
○サイズ ： 最大幅89㎜　爪の長さ23㎜
○対応靴サイズ ： XS～M（21.5～25.0㎝）
                  M～XL（25.0～30.0㎝）
　※靴の形状によっては対応サイズでも装着できない場合があります。
○収納袋つき
○MADE IN KOREA

スノースパイク6 クイックフィットスノースパイク6 クイックフィット

■各部の名称と装着例（右足）

アンチスノープレート

※現場で使用する前に説明書なしで手早く着脱できるよう練習してください。
※部分的に緩んだりせず、左右対称で均等に締まっているかを確認してください。
※装着後、必要以上に前部・後部ベルトが余る場合は、余り分をハサミ等でカットすることを
お勧めします。その際、装着した状態で5cm以上末端は残すようにしてください（図h）。

　図の様にコーナーを少しカットすることで、ラチェットバックルに入れ易くなります。

後部チェーン

ヒールベルト
前部ラチェットバックル

http://www.montbell.jp

後部ラチェットバックル

後部ベルト

お買い求めいただきましたアイゼンは万全を期して製造しておりますが、万一不備な点がござい
ましたら、お買い求めいただいた販売店、もしくは弊社までご連絡ください。
製造上の欠陥による不具合に場合は無償で交換させていただきます。なお、修理・交換等の判
断は弊社が検査し、裁量させていただきます。
以下のような原因での破損、不良につきましては保証いたしませんのでご了承ください。
○本製品の誤った使用方法によるもの。
○メンテナンス不良・経年変化による素材劣化。
○乱暴な取り扱いによるもの。
○その他、製造上の欠陥以外の原因によるもの。

■アフターサービス

はずし方
1. 開放レバーを矢印の方向に左右同時に動かし（図f）、ラチェットバックル全体を
持ち上げるようにしてラチェットバックルからベルトを抜いてください。
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1. 本製品には左右があります。装着するときは靴底の雪や土をよく取り除き、ラチェットバックルの付いている方が
外側になるよう装着します（装着例参考）。

■ご使用方法

2. アイゼンの2箇所の突起が靴底のかかと部分に合うようにします（図a）。 ヒールベルトを靴のかかと部へ回します。
この際、ヒールベルトがかかとの一番上になるようにしてください（図b）。 また、後部のチェーンはなるべく垂直に立
ち上がるように取り付けてください（図c）。
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